
■必要なのに■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 531号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. 先週のトピックス 

 

早いもので、このメルマガは 2015年 4月 23日に発刊して以来、すでに 11年目に突入しています。 

はじめてお目にかかった方と連絡先を交換する際には、「来週から僕の迷惑メールが届きますよ」とお伝えし、

今ではお届けする約 1,400人の内 4割の方が開封してくださいます。 

回を重ねるにつれて、このメルマガを発行することが自身の最重要ルーティンになり、特にブログ執筆の原動

力になったことに深く感謝しています。 

ただ、知り合ったばかりの方にいきなりお届けするには重すぎると、苦言を頂くこともあり、今回からシンプ

ルな形式に変更することにいたしました。 

・ 

まず、このメルマガは引き続き無料で提供し。有償サービスの入口も兼ねるため、紙面はシンプル短めに、詳

細説明はリンク先を参照できるように致します。 

また、これまで月額 1 万円から承ってきた「フリーパートナー」の手前に、更に手軽な「アントレメンバー(※

1)」を新設するとともに、誰でも気軽に交流できる「アントレMTG(※2)」をスタートします。 

これに伴い、まつむら塾をアントレハウスに統合し、一律 3,000円で開催してきた各種セミナー(※3)の料金を 3

段階にさせていただき、出来るだけ継続的なお付き合いをしていただけるよう工夫しました。 

まずは、水・金・日曜夜のオンラインMTGの他、随時対面でお話いたしますので、気軽に返信いただけますよ

うお願いします 

 

アントレハウス料金表（消費税含む） 

 フリーパートナー アントレメンバー(※1) 一般 

会費 10,000円～／月 1,000円／月 0円 

よろず相談 0円／回 0円／回 初回 0円 

アントレMTG(※2) 0円 0円 初回 0円 

各種セミナー(※3) 1,000円／回 3,000円／回 5,000円／回(※3) 



 

なお、このプロジェクトは松村個人でなく(株)なのにの事業とするため、すべて消費税がかかりますが、上記の

表は税込み金額ですので、ご安心ください。 

（今日のブログで詳しくご説明しています） 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. 今週のご案内 

自己流道場（まつむら塾）を廃止して、会員制のアントレハウスプロジェクトに統合します。 

まずは毎週水・金・日曜日の 19-21 時にオンラインで直接ご説明したいので、興味のある方はこのメールに返

信下さい。 

 

【凡例】◎：要連絡、〇：要申込、×：参加不可 

    先着順に他アポを入れますので、事前確認をお願いします。 

 

（火）06/17世田谷作業日 

 交流◎：11-13時 無料相談会＠一宮庵_毎火（世田谷） 

 交流◎：14-17時 作業＆母見舞＠日楽庵_毎火（世田谷） 

（水）06/18自由作業日 

   交流〇：09-17時 現地・見学説明会＠ふきの庭_毎水（大田） 

 交流◎：19-21時 アントレMTG_毎水金日（zoom） 

（木）06/19世田谷作業日 

 交流〇：13-18時 なるほどデイ＠笑恵館_3木（世田谷） 

 交流〇：18-20時 持ち寄り食事会＠笑恵館_3木（世田谷） 

（金）06/20自由作業日 

   交流〇：09-17時 現地・見学説明会＠ふきの庭_毎金（大田） 

 交流◎：19-21時 アントレMTG_毎水金日（zoom） 

（土）06/21自由作業日 

（日）06/22名栗の森作業日 

 交流〇：10-14時 現地・見学説明会＠名栗の森_4日（飯能） 

 交流◎：19-21時 アントレMTG_毎水金日（zoom） 

（月）06/23自由作業日 

   交流〇：09-17時 現地・見学説明会＠ふきの庭_毎月（大田） 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. ブログより：必要なのに 

 



例年のことながら、煮え切らない天候を経てようやく迎えた梅雨入りが、うっとおしいはずなのに清々しいの

はなぜだろう。 

実は先月、緊急事態を迎えたある法人を立て直すため、せっかく臨戦態勢を整えたのに、完全に肩透かしを食

らってしまい、僕の心も体もウダウダしていた、 

たとえスカッと晴れない梅雨だろうと、今のウダウダから脱したいと、抱える業務の棚卸をしていたら、目先

の課題に眼を取られ、やるべきことを見失いかけていたことに気が付いた。 

そこで、今の自分の原点である「（株）なのに」のサイトを見直すと、「必要なのに誰もやろうとしないことに

挑みます」と書いてある。 

そこで、今日は、目の前にある答えをあなたと共におさらいしたい。 

そして、とっ散らかし状態の多くの取組を統合しながら加速したい。 

・ 

そもそも「必要なのに誰もやろうとしないこと」とは何なのか。 

それは、正確に言えば「誰かに必要なのに、自分以外に誰もやろうとしないこと」つまり「自分こそがやるべ

きこと」の言い換えだ。 

これは決して僕だけでなく、誰もが挑むべきことのはずだからこそ、これに挑む価値を感じる。 

つまり僕は、一部の人でなく誰もができることに価値を感じている。 

金儲けも、偉くなるのも、有名になるのも興味が無いのは、実際にごく一部の人しかなれないから。 

そんな事よりも、やりたいことの実現を手伝う起業支援、自身の経験を初めての人に提供する創業支援、そし

ていつまでも諦めない仕組みを作る継続支援など、誰もがやるべきことはいくらでもある。 

こうして僕は、起業支援に実現学、創業支援に破綻学、継続支援に地主学を生み出した。 

さらには、地域での起業を支援する「アントレハウス」や、起業と継続を支援する「日本土地資源協会」、そし

てすべての支援をセミナー展開する「まつむら塾」など、新たな仕組みを生み出すばかりに夢中になり、手に

余るようになっていた。 

・ 

そこで今回、松村業務は「（株）なのに・取締役」の他、友人と立ち上げた「（株）KITAKEN・取締役」、そし

て「（一社）日本土地資源協会・代表理事」の 3 社に絞り込み、その他の支援サービスを（株）なのにの「アン

トレハウスプロジェクト」に統合する。 

「アントレハウス」は会員制のコミュニティとし、これまでの「フリーパートナー」に加え「アントレメンバ

ー」を募集して、それ以外の一般参加者の各セミナー受講料を値上げする。 

 フリーパートナー アントレメンバー(※1) 一般 

会費 10,000円～／月 1,000円／月 0円 

よろず相談 0円／回 0円／回 初回 0円 

アントレMTG(※2) 0円 0円 初回 0円 

各種セミナー(※3) 1,000円／回 3,000円／回 5,000円／回(※3) 

なお、このコミュニティの運営は全て松村が行うが、そもそもメンバー相互がサポートし合う関係づくりを目

指している。 

なので、メンバー相互のパートナー契約や、新たなコミュニティの生成も促進し、将来的にはこのコミュニテ

ィ自体も誰かに継承して欲しいと思う。 

・ 

それと、一般参加者に対する「初回 0円」について、少し説明を加えたい。 

初回無料とは、もちろん新規参加者に対する誘い水だが、初回では終わらない「継続」を目指していることの

表明だ。 

もちろんそれは、契約に縛られた継続でなく自発的意思によるもので、いつでも自由に退会できるようすべて



の費用は月額性にしている。 

したがって、全てのイベントは初回無料で参加でき、満足した人だけが次回以降有料で参加して、満足できな

くなったら即刻退会して欲しい。 

これはセミナーでも同様で、単発以外のセミナーには、必ず参加無料のガイダンスセミナーを用意しているし、

よろず相談も同様だ。 

僕が初回無料の継続サービスにこだわるのは、究極の後払い方式を目指すから。 

つまり、初回無料で満足した人が次回支払う料金を、初回分の後払いとすることで、満足できなかった最終回

の分が無料になったと考えて欲しい。 

・ 

こうすることで、提供側は継続を目指して必死になるし、受け手側には損はない。 

たとえ前払いでも、満足を予想できるレストランや娯楽施設と違って、僕の取り組むサービスからは満足を得

られる保証はない。 

だが、そんな難しい課題だからこそ、挑む価値があり、それを後払いにするのは当然だ。 

むしろ、この仕組みを逆手にとって、「途方に暮れる難問こそ大歓迎！」と、僕は豪語する。 

随所にちりばめたそんな仕掛けも、僕はみんなに伝授したい。 

と、気が付けば僕のもやもやは終わりに近づき、次第に梅雨の土砂降りが近づいてきた気がする。 

あなたの困りごとメールが待ち遠しい。・ 

続きはこちら https://nanoni.co.jp/250616-2/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

4. 居場所・連絡先 

 

松村拓也 メール takuya@nanoni.co.jp 

     携帯 090-9830-3669 

 

■拠点 

一宮庵  東京都世田谷区成城 6-22-7 

火曜   https://ikkuan.com/ 

笑恵館  東京都世田谷区砧 6-27-19  

木・土曜 http://shokeikan.com/ 

ふきの庭 東京都大田区東矢口 1-10−8 

上記以外 http://fuki.land-resource.org/ 

 

■主な所属法人: 

取締役  (株)なのに http://nanoni.co.jp/ 

取締役  (株)KITAKEN 

代表理事 (一社)日本土地資源協会 http://land-resource.org/ 

監事   (一社)ワンフォーワン https://oneforwan.org/ 

監事   (一財)八島花文化財団 https://yatsushimahana.com/ 

監事   (特非)外浦の未来をつくる会 https://www.facebook.com/sotouranomirai 

監事   (特非)えん https://www.act-en.org/ 



 

■地主の学校・販売中 

https://www.bungeisha.co.jp/bookinfo/detail/978-4-286-23339-0.jsp 

セミナー、読書会など気軽にご相談ください。 

 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

5．このメルマガについて 

松村拓也とご縁のあった方に、日々の活動やブログ記事などの情報をほぼ毎週お届けします。 

参加希望、ご意見、ご質問など、何でもこのメールに返信してください。 

 

バックナンバーはこちら 

http://nanoni.co.jp/magazine/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://eepurl.com/dHjgFX 

まぐまぐ版はこちら 

https://www.mag2.com/m/0001693746 

 


